
＋中鉄工株式
会社

2025年5月22日
田中鉄工株式会社

サステナブル戦略室 陣内 太

地域とともに 循環型社会に貢献し
カーボンニュートラルを実現する

Creating together

with stakeholder

～田中鉄工の脱炭素経営と成長戦略～

＊画像出展：しろくま電力（㈱）Energy Shift
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九州環境エネルギー推進機構 エコ塾 御中
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30都道府県で、家庭系廃食油のリサイクルを呼びかけるCMを放映中！
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千葉

30都道府県で、家庭系廃食油のリサイクルを呼びかけるCMを放映中！
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沖  縄

30都道府県で、家庭系廃食油のリサイクルを呼びかけるCMを放映中！

山 口



5



１．田中鉄工のご紹介

２．企業が脱炭素経営に取り組む意義 

３．田中鉄工の取組紹介
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本日のアジェンダ
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弊社のご紹介

◆会社概要 ◇事業概要

●アスファルト合材生産に関わる製品、
サービスの提供をメイン事業として展開

✓アスファルトプラントの設計・製作
✓リサイクルプラントの設計・製作
✓合材サイロの設計・製作
✓タンク類の設計・製作

省庁や地方自治体との連携事例

・経済産業省 2023年度 はばたく中小企業・小規模事業者300社 GX部門 受賞

・経済産業省 サーキュラーエコノミーに関する産官学のパートナーシップ 参画

・経済産業省 地域未来牽引企業 認定

・経済産業省 ＧＸリーグ加盟 ＆ 「GX率先実行宣言」に、ゴールドグレードとして宣言！

・経済産業省 2024年度 第2回GXスタジオにパネリストとして登壇！

・環境省 令和5年度地域ぐるみでの脱炭素経営支援体制構築モデル事業 参画（佐賀県のモデル企業として）

・環境省 令和6年度バリューチェーン全体での脱炭素化推進モデル事業 参画

・国連グローバル・コンタクト・ネットワーク・ジャパン 加盟

・脱炭素チャレンジカップ2025 奨励賞 受賞

・札幌商工会議所 SDGｓ経営表彰 気候変動アクション部門 受賞

・長崎県大村市・北海道小樽市と連携し、Roa(d)cal SDGs Projectのプレスリリースを実施

・群馬県 令和６年度 地域と共創する脱炭素イノベーション創出事業のファイナリスト10社に選出

・佐賀県多久市とローカルSDGｓ包括連携協定を締結

・北九州市議会・大野城市議会・大牟田市議会と事業モデル推進に向けて連携

・おきなわSDGsパートナーに登録 おきなわSDGsフォーラム2024に出展
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●会社名 ：田中鉄工株式会社
●本社所在地 ：佐賀県三養基郡基山町小倉629-7
●国内拠点：支店・営業所・サービスステーション 計15拠点
●創業年 ：1918年（1957年設立）
●従業員 ：196名
●資本金 ：9,000万円
●売上高 ：約64億円（2025年3月期見込）



田中鉄工が
社会において果たす役割

田中鉄工が
大切にしていく価値

【基本理念】
環境・社会課題の解決を通じて、「未来にある普通なこと」 をステークホルダーと共創する

田中鉄工が
めざす世界観

ミッション

バリュー

ビジョン

未来にある当たり前を創造したい
＝全ての人々が豊かに暮らせる世界

（Well-beingの実現）

環境・社会課題の解決

新しい価値を創造して、
創造した価値を高めること
その源泉は 「人」

田中鉄工の基本理念

9



✓ 地球環境の保全、カーボンニュートラルの達成に貢献する

✓ 省エネ・リサイクル推進を通じて、適切な循環型社会の発展に貢献する

✓ 従業員が働きやすい環境を追求し、お客様の働き方改革にも貢献する

環境・社会課題の解決を実現するための”経営方針”  ～田中鉄工のサステナビリティ方針～
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環境・社会課題の解決を実現するための”経営戦略” ～田中鉄工の経営戦略３X＋X～

DXGX
Green Transformation

脱炭素社会への取組を起点に

 SDGs各項目達成に向かう

Safety Transformation
安心・安全な労働環境をベースに
労働・交通災害・クレームゼロの職場を推進する

Digital Transformation
デジタル技術を事業プロセスに適用し
GXの加速と働き方改革における
新たな価値を創造する

SX

HX Human Transformation 
価値創造の源泉は＜人の力＞ サステナビリティの源泉は＜人の成長 ＞

経営戦略のベースはSX、起点はGX、ドライバーはDX  それらを支える経営基盤はHX
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環境・社会課題の解決を実現するための”組織体制”  
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出典：環境文明21

気候変動による影響

マラリヤ・熱中症など 人材育成

確保が困難

RE100

災害による失業

災害による
雇用問題貧窮に拍車

災害による
街の崩壊

大量生産・消費が
一要因

海水温や海面上昇など
生態系への影響

環境資源の枯渇

干ばつなど
生態系への影響

貧窮に拍車 飢餓に拍車
資源搾取・争い

消費低迷による
市場影響

農水産業への
女性への影響

“脱炭素社会への取組” を起点 として、SDGs各項目の達成につなげていく

田中鉄工の経営戦略の起点はカーボンニュートラル！
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2050年カーボンニュートラルを見据えた2030 年の国家政策（方向性）

（出典）経済産業省

 安全性+安定供給・経済効率性・環境適合（S+３E） のバランスをとりながら 、 
①徹底した省エネの深掘り と ②非化石エネルギーの導入拡大 に取り組む
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カーボンニュートラルの実現に向けて、
  CO2削減に取組む企業へのインセンティブ化に向けて、日本政府も検討を開始している

日本においても、「カーボンプライシング」や、「GX価値の見える化」 に対する検討が始まっている
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田中鉄工が脱炭素経営に取り組む理由

“脱炭素経営” を起点 として取り組むことで、
SDGs各項目の達成に貢献できる

“カーボンニュートラル実現は、地球規模に関わる壮大な課題

社会的価値と経済的価値を向上させ、この課題を解決することが、
企業価値の向上につながる

◆社会的価値（SDGs）の向上

✓脱炭素社会への貢献
（CO2削減,化石燃料使用量削減）

✓適切な循環型社会への貢献
（ローカルSDGsの実現）

✓環境保全への貢献
（可燃ごみの削減、
 大気汚染・水質汚染の軽減）

◆企業価値（財務・ESG・インパクト）の向上

◆経済的価値の向上（利益）

✓静脈産業の発展を通じた
 サプライチェーン全体の持続可能な利益創出

✓新市場の創出と成長の促進

✓資金調達の機会と投資の促進

✓規制や税制面でのメリット
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サプライチェーンでのCO2排出量の全体像について
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Scope1,2の算出と削減計画について
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【田中鉄工の場合】 Scope１,２は、2028年までにカーボンニュートラルを実現する！

2024 2028 20502022

基準年

2030 2045

Scope1

Scope2

本社工場：
非化石証書付電力の使用

各拠点：
非化石証書付電力の使用

バイオ燃料への転換

低炭素燃料への転換

＊Ｊクレジットの活用

省エネ・高効率化・電化

Scope1,2の
カーボンニュートラル

の達成
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Scope1,2の
ニュートラル

Scope1,2で
45％削減

C02を吸収する早生樹の桐を 

社内敷地に植樹
∟早生桐は1本あたり

 年間約42kgのCO2を吸収

CO2を吸収する自動販売機を

社内敷地に２台設置

∟アサヒ飲料が開発

年間約60kgのCO2を吸収



【田中鉄工の場合】

Scope１,２の排出量は年間約740t CO2 ⇒ 2028年までにカーボンニュートラルを実現！

【2022年度】
✓Scope1 年間 約455 t CO2
✓Scope2 年間 約275 t CO2
◆総計 年間 約730 t CO2

【2028年度目標 100％削減】
✓Scope1 年間 約 0 t CO2
✓Scope2 年間 約 0 t CO2
◆総計 年間 約 0 t CO2

① Scope１：

✓省エネ・高効率化・電化

✓バイオ燃料への転換

✓低炭素燃料への転換

✓Ｊクレジットの活用

② Scope２：

✓社内の電力をすべて

  ”CO2フリー電力”に変換

★社会敷地の緑地化の整備
（CO2を削減する早生樹の桐を植樹）

★社内敷地にCO2を吸収する自動販売機を設置
（直接空気回収技術 ”DAC” による

CO2吸収材を備えた自動販売機を設置）
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 社内でも ”全社エシカル活動“ を推進し、サステナブルな社会づくりに貢献

① 全社ペーパーレス推進
∟2021年度⇒2024年度で、年間 約348,000枚のペーパレスを実現

② 本社工場内で、家庭系UCO（廃食油）回収をスタート！
∟ UCO回収BOXを設置して、従業員の家庭から発生するUCO（廃食油）を回収

   2023年度は年間117Ｌの回収により、約282kgのCO2削減に貢献

③ペットボトルキャップの分別回収をスタート！
∟社内からでる廃棄用ペットボトルのキャップを分別回収し、廃棄物の再利用推進

④早生樹の桐を社内敷地に植樹
∟早生桐は1本あたり年間約42kgのCO2を吸収

⑤グリーン購入の導入開始！
∟各地域のコープ・グリーンコープで購入した代金の一部を会社で負担

⑥ICP（社内炭素価格）の設定にによるグリーン購入の推進
∟Scope３のCO2排出量もしくは排出量原単位の算出

∟GXリーグの “GX率先実行宣言”で、グリーンスティールの購入を宣言！

⑦全国の各拠点別の、「CO2削減目標」 を設定し運用（2025年度より開始）

⑧役員の業績連動報酬に、トランジション戦略の達成度合を反映（2025年度より開始）
消費者庁：エシカル特設サイトより



Scope3の算出と削減計画について
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「佐賀GXモデル企業創出事業」との
連携で、CO2排出量を算出

環境省「バリューチェーン全体での
脱炭素化推進モデル事業」
との連携で、CO2削減計画を策定
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カテゴリ11に相当する
田中鉄工の製品から
年間に排出されるCO2は
約25.4万トン

⇒ Scope３の
約8割を占める

 Scope３の重点ターゲットは カテゴリ11
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道路舗装業界におけるCO₂排出構造

国内のアスファルト合材工場からの
CO2排出内訳

国内の道路舗装過程における
CO2排出内訳

CO2排出の
約8割は燃料から。

▼
プラントで使用される
燃料の約9割は重油！

▼
重油をカーボンフリー
燃料に転換すれば

CO2排出量を
削減できる！

燃料

77%

電力

17%

重機

6%

約1,000合材工場

CO2削減量

約140万トン

2050年には、
140万トン 「０(ゼロ)」へ



カテゴリ11 の削減に向けて：2030年カーボンハーフに向けた目標と登り方

◆ アスファルト合材工場からのCO2排出量
約140万トン-CO2/年 ⇒ 約70万トン-CO2/年 

∟加熱燃料CO2排出量（重油）：約107.8万トン/年
∟重機燃料CO2排出量（軽油）：約8.4万トン/年
∟電気（電力） CO2排出量  ：約23.8万トン/年

省エネや非化石燃料への燃料転換により、化石燃料使用量を段階的に削減する
 ◆アスファルト合材工場での化石燃料使用量（原油換算量）

約54万KL/年  ⇒ 約27万KL/年 
 ∟重油（原油換算量） ：約40万KL/年   
∟軽油（原油換算量） ：約3.2万KL/年
∟電気（原油換算量） ：約10.8万KL/年（約48.5万MWh/年）

＊国内のCO2排出量：約10億4,400万トン（温室効果ガス全体としては約11億7,000万トン）
∟グリーンCO2吸収量（森林）は約4,760万トン（排出量の約4.5％） ＊世界では約73億トン
∟ブルーCO2吸収量は算出中 ＊世界では約103億トン

＊国内の道路舗装からのCO2排出量：約330万トン
＊国内のアスファルト合材工場からのCO2排出量：約140万トン

107.8

8.4 23.8

国内のアスファルト合材工場からの

CO2排出量

加熱燃料 重機燃料 電気（電力）
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実現への8つ方法＜技術面＞

①   材料の含水比によるCO₂削減

②   合材中温化によるCO₂削減

③  熱源(燃料)転換によるCO₂削減

④  燃焼効率の向上によるCO₂削減

⑤  加熱再生骨材の配合率増加によるCO₂削減

⑥   プラントサイズ・システム化によるCO₂削減

⑦   CO₂を回収して、貯蓄・利用する技術 (DAC・CCS･CCUS) によるCO₂削減

⑧   電気加熱（CO₂フリー電力）によるCO₂削減（カーボンゼロエレクトロヒート）

加速への3つの方法＜施策・制度面＞

① カーボンプライシング（カーボンクレジット・炭素税・排出量取引・エネルギー課税・FIT・ICP等）

② 設備投資補助制度（省エネ(SII) 脱炭素(SHIFT)，などの補助金・支援施策等）の活用 

③ 国交省やNEXCOの総合評価落札方式における加点措置や設計単価への反映

 各都道府県の県産リサイクル製品認定等による公共事業の入札優遇制度 バイオマス燃料補助金 

省エネと
燃料変換

国内台数 約1,000プラント
∟うち熱源重油  
 約860プラント

カテゴリ11 の削減に向けて：具体的な方法論について



CO2
削減率

低い

高い

低い
高い

実装コスト
（現状）

技術難易度

の大きさはCO2削減率を示す

カーボンゼロ
エレクトロ

ヒート

グリーン
水素

グリーン
アンモニア

合成メタン

LPG

GTL

LNG

重油 廃プラス
チック油

バイオ
燃料

✓UCO（廃食油）

✓グリストラップ

✓バイオエタノール・木質バイオマス
再生
重油

CO2削減に向けた未来の各熱源における弊社の優先項目

弊社の
優先項目
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地域とともに循環型社会に貢献し、カーボンニュートラルを実現する
 ～UCO（廃食用油）× カーボンニュートラル × 地産地消～  
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地域とともに循環型社会に貢献し、カーボンニュートラルを実現する
 ～UCO（廃食用油）× カーボンニュートラル × 地産地消～  

田中鉄工はUCO（廃食油）の利活用を通じて、
地域とともに循環型社会に貢献し、カーボンニュートラルを実現する

① 地産地消の循環型再生エネルギー

② 環境負荷軽減エネルギー

③ カーボンニュートラルエネルギー

UCO（廃食油）は
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目指す姿：UCO事業スキームを通じたローカルSDGsモデル

地域で発生する廃食用油を その地域内で有効利用できる仕組みをつくり
資源循環・炭素循環・経済循環の循環型社会を実現することで、

カーボンニュートラルの達成をグリーンサプライチェーンとともに成し遂げる

使用済ペットボトルも
アスファルト改質材に使用

SDGs最先端のまちづくりへ
地域資源循環に寄与する地域循環共生圏へ　　

（ローカルSDGs）　　

飲食店やスーパー、食品工場
などで調理した後の廃食用油＋
地域家庭の廃食用油を回収

地域の廃食用油
回収・リサイクル事業者

UCO

SDGs・
地域貢献を目指す
地域の小売店様

地域住民

地域資源循環・
脱炭素型農業育ちの
付加価値作物を購入

家庭で使用済みの

廃食用油

毎日のお買い物の

ついでに、店頭設

置の専用回収BOX

へ持ち込み

廃食油

SDGs価値

地域に根差す

企業イメージの

SDGs訴求

自らの資源を地域で

循環利用することで

地域貢献していることの

訴求

地域資源の地域利用に
貢献することにより、

リサイクル事業が持続可能に

食用油を大量に

使用する飲食店・

食品工場・給食センター
など

地域の農業でエネルギー利用

地域の発電用燃料に利用

地域の軽油代替燃料に利用

地域のプラスチック代替品に利用

地域の家畜飼料に利用

地域の道路や歩道に利用
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②地産地消
  への転換

①家庭用 ②事業用廃食油のうちの国外輸出分 ③グリストラップ油 ④廃グリセリンの4つに着目

（出典：全国油脂事業協同組合連合会）

国内消費におけるUCOのリサイクルフローと当社の着目ポイント

③ほぼ未回収
臭気と腐食の

 課題を解決する  
技術が必要

本日は
特にこの部分

①約96％
 未回収

④BDF製造過程
から発生する
 ”廃グリセリン
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【共同事業者】 2023年3月全国油脂事業協同組合連合会（UCO JAPAN) と田中鉄工で
包括連携協定を締結 UCO燃料のアスファルトプラントへの供給体制を整備

全国唯一の廃食油専門油脂業界団体
＊全国64社の油脂会社が加盟
国内年間廃食油回収量 約46万tonのうち、

   約15万～18万（最大21万）tonを取扱。

◆創立      ：2000年（平成12年）6月
◆会員数   ：正会員：7事業協同組合（所属企業：64社） 

   賛助会員：15社
◆設立目的：協同組合精神に基づいて、

会員が協同して事業の振興を図り、
   組合員の経済的社会的地位を向上し、
   環境を守る廃食用油リサイクル事業の推進を図る。

＊廃食用油＝UCO：Used Cooking Oil
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：現在稼働中の工場
：導入予定工場

✓現在、国内14工場で
 UCOを燃料として、重油と混焼

✓2027年度末までに60工場に拡大予定

現在、国内14基のアスファルトプラントへ、UCOを燃料として供給中。
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地域から回収した使用済み食用油を、
地域の誰もが利用する道路や歩道に還元！

エネルギーの地産地消！

田中鉄工のRoa(d)cal SDGs Projectについて



2024年4月26日
長崎県大村市

2024年10月10日
北海道小樽市

ロードカルSDGsの事例を、官民共創でプレスリリース（記者会見）実施
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2025年1月28日
佐賀県多久市

ロードカルSDGｓ≒

地産地消モデルが実現した市で

ゼロカーボンシティ実現に向けた

田中鉄工主催の記者発表会を開催

ゲストに市長・教育長・観光協会会長・

小売店の社長・油脂組合の代表・道路舗装会社

アスファルト合材協会・工場長などが参加し

登壇コメントをいただきました

市のゼロカーボンシティ実現に向けて、

市と油脂組合と田中鉄工で

“包括連携協定” を締結

ロードカルSDGsの展開に向けて、

家庭系廃食油のリサイクル推進を

市として進めることを

市長・油脂組合の代表・田中鉄工より記者会見



名称 ： 小樽市ロードカルSDGｓ発表会 
日時 ： 10/10（木）13:00～14:00
会場 ： 小樽経済センター 7階Aホール

プログラム素案
  ■オープニングムービー：【小樽市の家庭から発生した “使用済み食用油” の利活用で環境保全に貢献】

  ■小樽市ロードカルSDGs 地産地消モデルの展開に向けて

 小樽市長 迫 俊哉 様  （小樽市ローカルSDGｓの実現に向けて）
 小樽市教育長 中島 正人 様 （小樽市SDGs教育推進に向けて）
 小樽観光協会 会長 西條 文雪 様   (観光都市×環境都市としての小樽市)
株式会社ラルズ 創発プロジェクトGM 廣瀬 智和 様  (小売業界 代表)

 北海道油脂事業協同組合 代表理事   古谷 将克 様   （油脂業界 代表）
 小樽アスコン共同企業体 所長 佐藤 政樹 様 （リサイクル先 代表)
 北海道アスファルト合材協会 会長 玉川 裕一 様   （アスファルト合材業界 代表）

 
■ロードカルSDGｓプロジェクトついて：ロードカルSDGｓプロジェクト代表 田中鉄工㈱ 陣内 太 

■”使用済み食用油”の利活用によるトレーサビリティの確保について：全国油脂事業協同組合連合会 事務局長 塩見 正人 様

■エンディングスライド：【ゼロカーボンシティ＆サーキュラーエコノミー小樽市】

■フォトセッション

市長×教育長×観光協会会長など、地域のグリーンサプライチェーンをさらに拡大
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 【事例紹介】 北海道小樽市 ロードカルSDGs PJのプレスリリースについて



小樽市
迫市長

北海道アスファルト
合材協会
玉川 会長

小樽アスコン
佐藤 所長

全油連
塩見局長

40

株式会社ラルズ
創発プロジェクトＧＭ

廣瀬 様

小樽観光協会
西條会長

北海道油脂
事業協同組合
古谷代表理事

小樽市
中島教育長

田中鉄工
陣内

小樽市のゼロカーボンシティとローカルSDGs実現に向けた全国展開への意気込みを記者発表！
（SDGs教育×サステナブルツーリズム×UCOトレーサビリティ）



油脂会社様・小売店様・学校等との共創による、小樽市 Roa(d)cal SDGs！
ゼロカーボンシティ小樽市の実現に向けた、地産地消モデルがスタート！

北海道や小樽市の広報×後方支援
41



小樽市ロードカルSDGsの事例 ～家庭系廃食油のリサイクル量が大幅UP！～

小樽市
(人口約10.4万人)

2023年4月より、各小売店等への回収BOX設置を拡大
（現在の回収拠点は9か所）

回収2年目で、

廃食油の回収量は前年比3倍に
（2024年度回収量/約3,270L＝ 500ml PET 約6,500本）

参考：長崎県大村市(人口約9.7万人)

2024年4月より、各小売店への回収BOX設置を拡大 （現在の回収拠点は15か所）

１年目の廃食油の年間回収量は 0L⇒5,220L に
（2024年度回収量/約5,220L＝ 500ml PET 約10,440本）
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※2024年4月～12月(９か月間)実績

小樽市ロードカルSDGsの事例 ～市内のプラントから発生するCO₂の削減！～

134KLの廃食油を燃料として利活用することで、

約326トンのCO₂削減に貢献！

ゼロカーボンシティ
に貢献！
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小樽市ロードカルSDGsの事例 ～地産地消モデルの実現～

利活用先の95％は小樽市と隣接町の道路！
（約56kmの道路舗装に）

地産地消
エネルギーに！

１5※2024年4月～12月(９か月間)実績/2車線換算



UCO事業スキームにおける、社会的価値（SDGs）× 経済的価値（利益）の創造に必要なアクション

制度と
ルール

意識と
行動

技術と
プロダクト

新たな
課題提示

誘導・
義務化

開発・インセンティブ喚起

需要喚起

世論

環境・社会課題
の解決

誘導・
義務化



意識と行動 ～情報発信とインフラ整備、そして社会貢献量の見える化～

全国30道府県で
テレビCM放映中！

関東エリア7都県で
ラジオCM放送中！

▲テレビ＆ラジオCM

スーパーや生協に使用済み食用油
の回収ラックを設置！

回収BOX

回収による社会貢献量を
「見える化」



意識と行動 ～SDGs教育～

小学生向けに廃食油の
利活用促進のYouTube配信！

学習塾で、生徒と保護者を対象に
SDGs授業を実施予定

全国の小・中・高校35,000校に配布される
SDGs読本に掲載！

▲小学校（小樽市） ▲学習塾（福岡市）

▲YouTube ▲書籍



村田CEO
12/11に開催された
“日経BP 徹底予測フォーラム2025”
にて 日経ESG経営フォーラム事業部長と
GXをテーマに40分間の対談！

末吉社長
1/12放映のRKB毎日放送の対談番組
「池尻和佳子のトコワカ」で
アナウンサーの池尻和佳子さんと
トークセッションを実施

意識と行動 ～経営層から世の中へ発信～



意識と行動 ～従業員からも世の中へ発信～

2024年6月28日
テレビ大分
「ゆ～わくワイド」
黒田さん

2024年8月28日
群馬テレビ
「ひるポチッ！」
右田さん

2024年9月12日
とちぎテレビ
「イブ6プラス」
右田さん

2024月11月2日
ミヤギテレビ
「ちょっとブレイクタイム」
牟田さん

2024年10月24日
沖縄テレビ
「ワッターまちやぐわー」
後藤さん

2024年11月28日
テレビ西日本
「ももち浜ストア」
黒田さん

2024年12月24日
新潟テレビ21
「スーパーJ新潟プラス」
高取さん

2025年1月28日
朝日放送テレビ
「Co.☆ラボ」
中野さん

2025年3月27日
サガテレビ
「カチカチLIVE」
陣内さん

2025年2月14日
九州朝日放送
「あさデスGold」
山下さん



意識と行動 ～地域社会や地方自治体との連携～

福岡県議会・群馬県議会・埼玉県越谷市議会
ゼロカーボンシティさがし推進パートナーが
弊社に視察に来られ、SDGs共有会を開催！

各自治体と
ロードカルSDGsPJを展開

地方自治体との各種マッチングイベントや
全国各地域のSDGsイベントに出展

官民共創型の脱炭素創出事業の
ファイナリスト10社に選出（群馬県）

1/28 佐賀県多久市と
ゼロカーボンシティ実現に
向けた包括連携協定を締結

栃木県清掃事業連絡協議会 
研修会で県内全市町の
環境部門に向けて講演



・納入されたUCOはいつ、どこから集められたもの？

└家庭から？飲食店から？

└◎◎市◎◎町から

・どこの道路に利用されているの？

・重油代替燃料として使用したことで、CO₂がどれくらい

削減されているの？

技術とプロダクト ～トレーサビリティシステム～

➢ 小売店・地域の皆様へ

・私たちが集めたUCOはどれくらいあったの？

・いつ、どこで利活用されているの？

・何にリサイクルされているの？

・CO₂がどれくらい削減されているの？

社会貢献量はどれくらい？

➢ 道路舗装会社の皆様へ



技術とプロダクト ～GX製品やサービスの開発～



制度とルール ～今後の予測と是正化の提案～

▼国や自治体による“アメとムチ”のカーボンニュートラル政策

例えば…廃食油回収に参加することで
GXポイントが付与 など
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将来の技術について
   ～今岡式BECCUS を アスファルト合材工場へ～

アスファルト合材を製造する際に、UCO（廃食油）等のバイオマス燃料を利活用すると、CO₂自体は発生しますが、

バイオマスは植物が育つ過程で大気中の二酸化炭素を吸収しているため、CO2の排出はゼロカウントされます。

田中鉄工が構想している“今岡式BECCUS”は、その発生したCO₂をも回収し、道路に炭素を固定化する技術です。

CO2の吸収量が排出量を上回る状態になり、カーボンネガティブを実現できます。

さらに、回収したCO₂をアスファルトの一部として代替利用することで、舗装道路に炭素を固定化。

こうして合材中に含まれる炭素は、100年以上CO₂に戻ることなく舗装材料として機能し、化石アスファルトの使用量も徐々に削減されていきます。

また、舗装合材に含まれるアスファルトと添加剤は、10～20年ごとのリサイクルを通じて再利用が継続されるため、持続可能性にも優れています。
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将来の技術について
～今岡式BECCUS を アスファルト合材工場から農業へ～

今岡式BECCUSで回収したCO2は、燃料生成藻類の製造や農業に利活用することで、生産量を高めることも構想しています。

実用化には、供給面や技術面における課題も残されていますが、

このような脱炭素社会の実現に向けた技術開発を通じて、さまざまな業界への地域貢献も成し遂げていきます。



環境価値の高い製品・サービスの提供が、
田中鉄工がサプライヤーから選ばれる重要要素となっている

【取組の成果】 カーボンニュートラル時代における、企業にとってのチャンス

UCO設備の拡販フォームド装置の拡販 GXスマートAP・GX混焼システムの拡販

★経済的価値の創造
あ

従来のようなQCDS（品質・コスト・納期・サービス）に加えて、
“カーボンニュートラル対応” が 顧客にとってのサプライヤー選定の重要な要素となる。
つまり、この新要素に早期対応することが、今後の市場シェア獲得における重要な機会になる。
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【取組の成果】 カーボンニュートラル時代における、企業にとってのチャンス

★経済的価値の創造
あ

従来のようなQCDS（品質・コスト・納期・サービス）に加えて、
“カーボンニュートラル対応” が 顧客にとってのサプライヤー選定の重要な要素となる。
つまり、この新要素に早期対応することが、今後の市場シェア獲得における重要な機会になる。

田中鉄工の環境価値製品の売上比率の推移

2023年度：約10％

2024年度：約20％見込

2025年度：約45％見込
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★経済的価値の創造
あ

“カーボンニュートラル対応”に対する国の支援制度（設備投資補助制度など）が、
今後より拡充されていくことにより、企業の業績にダイレクトに影響する未来が訪れる。

【取組の成果】 カーボンニュートラル時代における、企業にとってのチャンス

✓事例：
経済産業省の省エネ補助金の
先進設備・システムに
田中鉄工製品が登録。
顧客が活用し、補助金採択

カーボンニュートラル対応に対する支援制度を活用することで、
サプライヤーのコストやCO2削減に貢献。

田中鉄工の製品サービスが選ばれる重要要素となっている
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★社会的価値の創造
あ

企業ブランドが向上し、イノベーションに取り組む提携先の発掘や、採用競争力の向上にもつながる

行政や県議会
市議会との連携

小売店・生協とともに
リサイクル推進

学校や学習塾や
教育委員会とともに
SDGｓ教育の推進

新たな技術開発の機会増加や
共創する提携先の発掘

メディア露出が向上し
企業プレゼンスが高まる

GXを加速させる
デジタルシステムの開発促進

【取組の成果】 カーボンニュートラル時代における、企業にとってのチャンス
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■今後の予測 ～未来を拓く新たな一歩～

➢2024年：GXに関する“共有”はできている

➢2025年：GXに関して“当事者としての議論”が進む
・GX領域という未開のマーケットに対して、経営者は、

 事業の成長とカーボンニュートラルの実現を両立させるビジネスモデルを

 構築することが求められる。

➢2026年～：様々な制度や施策が具体化され、経済成長と脱炭素を

同時に実現するための重要な時期となる

・そのためには、まずはCO₂排出量の見える化とCO₂削減計画の策定が重要

「GX議論」に参加できない企業は、

サプライチェーン内での存続が難しくなる可能性が高い
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■脱炭素経営に向けての第一歩

CO₂排出量の見える化とCO₂削減計画の策定を実施し

自社が「GX議論」に参加するための素地を創る

自社の方針や取り組みを周囲へ徹底共有

（オープンイノベーション）することで

連携・共創できる仲間を増やす

部門任せではなく、

経営層が自社の脱炭素経営に向けて、徹底推進する
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田中鉄工

すべての
グリーンサプライチェーンとともに

未来にある普通のことへの挑戦

Creating together
 with stakeholder

 地域とともに循環型社会に貢献し、カーボンニュートラルを実現する

2050
カーボンニュートラルの

実現
社会的価値と
経済的価値の

創造

カーボン
ニュートラル
チャレンジ
2050

地産エネルギー
システムの構築

リサイクルの
推進

まずは今、できることを！
一歩踏み出した
グリーンアクションから！
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